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六
六

六
十
ハ

日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
金
取
寄
論
争

問

題

の

所

在

日
清
戦
争
は
産
業
資
木
の
た
め
の
国
内
市
場
を
確
立
し
、
同
時
に
清
国

市
場
を
開
拓
す
る
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
は
た
し
た
〈
松
井
情
嗣
近
代

日
本
質
品
史
第
二
巻
序
章
日
本
資
本
主
義
の
確
立
と
独
占
へ
の
移

行
李
取
)
。
戦
争
の
結
果
え
ら
れ
た
賠
償
金
は
、
資
本
蓄
積
の
低
位
に
悩

ん
だ
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
早
天
の
慈
雨
で
あ
っ
た
。
償
金

額
一
億
一
一
一
、

0
0
υ
万
両
(
一
般
会
計
の
歳
入
に
編
入
き
れ
る
べ
き
威
海

荷
守
備
費
償
却
企
一
五
心
万
両
を
除
く
三
邦
貨
換
算
額
三
億
六
、
五
二

五
万
円
は
、
日
清
戦
争
終
結
の
予
年
で
あ
る
一
人
九
六
年
(
明
治
二
九
年
)

り
国
民
所
得
推
計
額
一
二
億
一
、
一

0
0万
円
(
大
川
推
計
に
よ
る
、
日

本
統
計
研
究
所
日
本
経
済
統
計
某
一
一
四
0
ペ
ー
ジ
)
お
よ
び
同
年
目

歳
入
規
模
一
億
八
、
七
0
0万
円
(
経
常
部
、
臨
時
部
合
計
、
日
本
経
済

統
計
柴
二
二

0
ペ
ー
ジ
)
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
発
展
D
途
に
つ
い

た
H
木
資
本
主
義
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
ほ
か
り
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
の
賠
償
金
の
取
寄
せ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
運
用
方
法
は
、
戦
争
と
い

梅

津

手口

良E

う
強
力
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
貨
幣
資
本
白
利
用
に
か
か
わ
り
、
そ
白
発

展
の
基
礎
を
確
立
し

t
産
業
資
本
の
資
金
需
要
に
応
じ
う
べ
き
重
要
な
宮

義
を
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
一
般
に
、
賠
償
金
獲
得
と
関
連
し
て
、
「
明
治
三
十
年
に

於
け
る
金
貨
本
位
制
の
施
行
|
|
こ
れ
は
資
本
主
義
国
と
し
て
世
界
市
場

に
乗
出
す
べ
き
旅
行
免
状
で
あ
っ
た
I
i
l」
(
野
呂
栄
太
郎
日
本
資
本

主
義
発
達
克
岩
控
ー
一
文
庫
版
九
三
ペ
ー
ジ
)
を
想
起
す
る
。
た
し
か
に
、

産
業
資
本
確
立
の
上
部
構
造
的
指
標
た
ゐ
金
本
位
制
の
実
施
は
、
当
時
。

条
件
の
も
と
で
は
賠
償
金
獲
得
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
J

た
。
け

れ
ど
も
賠
償
金
取
寄
せ
の
意
義
は
、
命
本
位
制
の
実
施
に
つ
き
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
に
述
べ
る
論
争
を
通
じ
て
、
そ
の
意
義
生
充
分
に

く
み
と
る
こ
と
に
し
よ
う
。

償
金
取
寄
方
法
を
め
ぐ
る
論
争

A 

償
金
取
寄
方
法



一
八
九
五
年
度
(
明
治
a

」
八
年
度
)
よ
り
四
年
度
に
わ
た
っ
て
明
治
政

府
は
、
償
金
二
一
億
六
、
五
二
五
万
円
を
倣
収
し
た
の
で
あ
っ
た
υ

そ
の
領

収
に
つ
い
一
工
、
政
府
は
第
-
に
、
「
其
領
収
シ
タ
ル
償
金
ト
難
色
て
予
メ
其

費
途
ヲ
定
メ
其
必
要
↑
一
応
シ
テ
漸
次
支
出
ス
ヘ
キ
者
ナ
レ
〈
到
底
一
会
計

年
度
一
一
結
了
ス
ル
ヲ
得
ス
」
(
明
治
財
政
史
編
纂
会
明
治
財
政
史
第

二
巻
二
二
五
ベ

l
eノ
〉
と
し
、
第
二
に
、
「
之
ヲ
本
邦
一
一
取
寄
セ
使
用

セ
ン
ト
ス
ル
一
二
世
界
金
融
市
場
ノ
景
況
ヲ
参
酌
シ
為
換
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ

外
余
銀
地
金
等
ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ヲ
ヌ
故
ニ
該
英
貨
ハ
之
ヲ
地
金
若
ク

ハ
有
価
証
券
一
一
交
換
ジ
テ
一
時
保
有
ス
パ
使
ヲ
開
ク
ノ
必
要
ア
り
」
(
前

掲
書
二
二
五
べ

1
3
)

と
し
た
。
最
後
に
、
「
此
等
ノ
為
換
其
他
金
銀

地
金
等
ヲ
以
テ
本
邦
一
一
輸
入
ス
ル
ニ
就
テ
モ
欧
米
ノ
金
融
市
場
ノ
景
況
ヲ

視
察
シ
到
底
急
速
ニ
回
送
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
一
方
-
二
該
償
金

ヲ
以
テ
支
払
ヲ
為
ス
へ
キ
費
途
ニ
向
ツ
テ
急
ニ
支
出
月
ル
ノ
必
要
ヲ
生
ス

ル
ハ
免
レ
サ
ル
所
ナ
り
如
此
場
合
一
一
当
リ
テ
ハ
国
庫
ノ
同
一
二
時
融
通
ノ

途
ヲ
求
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
政
府
ヨ
り
ノ
償
金
ハ
金
地
金
若
ク
ハ

共
貨
ヲ
日
本
銀
行
へ
預
ケ
入
日
本
銀
行
(
之
ヲ
準
備
ニ
免
換
券
ヲ
発
行
シ

之
ヲ
政
府
一
一
貸
刊
V
此
借
入
金
ヲ
以
テ
右
ノ
必
要
ニ
応
月
ル
」
(
前
掲
書

一
て
一
五
へ
l

シ
)
利
点
を
述
べ
士
。

以
上
白
理
由
に
よ
っ
て
政
府
は
、
償
金
特
別
会
計
法
(
一
八
九
六
年
三

月
四
日
公
布
)
を
制
定
し
た
白
で
あ
っ
た
。
こ
の
償
金
特
別
会
計
法
第
三
一

条
「
国
庫
内
現
金
融
通
ノ
為
国
庫
ヨ
リ
ハ
償
金
ノ
金
地
金
ヲ
以
テ
日
本
銀

行
宅
リ
ハ
之
一
一
相
当
久
ル
免
換
銀
行
券
ヲ
以
テ
相
互
間
一
一
貸
借
勘
定
ヲ
組

日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
金
車
寄
論
争

成
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
(
前
掲
帯
二
二
六
ベ
1

0
〕
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、

政
府
と
日
本
銀
行

t
の
あ
十
だ
に
削
ケ
合
勘
定
が
開
設
さ
れ
た
。
渡
辺
大

蔵
大
臣
が
償
金
特
別
会
計
法
制
定
の
前
年
に
閣
議
に
提
出
し
た
案
に
よ
れ

ば
、
預
ケ
合
勘
定
設
置
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
一
ハ
国
庫
中
巨
額
の
賠
償
金
ヲ
有
シ
ナ
カ
ラ
更
一
一
巨
額
ノ
公
債
募
集

又
ハ
借
入
金
ヲ
為
ス
ノ
不
便
ヲ
避
ケ
一
ハ
日
情
事
件
軍
費
補
償
}
シ
テ
清

国
ヨ
リ
払
入
候
賠
償
金
ヲ
以
テ
直
一
一
陸
海
軍
備
拡
張
一
一
充
ツ
ル
ノ
嫌
ヲ
避

ケ
一
挙
両
得
ノ
儀
ト
存
候
」
(
前
掲
書
五
六
九
ペ
ー
ジ
)
。

政
府
官
僚
に
よ
っ
て
以
上
の
よ
う
に
そ
の
設
置
目
的
を
説
明
さ
れ
土
預

ケ
合
勘
定
は
、
一
八
九
六
年
五
月
に
第
一
回
の
預
ケ
合
五
、

0
0
0円
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
預
ケ
ム
ロ
の
利
子
は
、
政
府
か
ら
の
預
け
入
れ
に
た

い
し
て
一
年
一
分
、
政
府
O
借
入
会
に
た
い
し
て
は
一
年
二
分
と
定
め
ら

れ
、
結
局
国
庫
年
一
分
の
利
子
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
り
賠
償
金
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
か
れ
、
し
た
が
コ
て
預
ケ

合
勘
定
は
実
際
に
は
μ

ン
ド
ン
と
東
京
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

「
在
外
正
貨
は
如
何
な
る
事
情
。
下
に
、
何
時
頃
か
ら
出
米
た
か
と
申

し
ま
す
k
、
日
清
戦
争
の
時
に
日
本
は
支
那
か
ら
三
施
六
千
万
円
の
償
金

を
取
っ
?
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
倫
敦
で
受
取
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
の
大
部
分
を
日
本
に
持
っ
て
来
て
、
貨
幣
制
度
を
変
え
て
金
貨
本
位

に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
英
士
ロ
利
で
は
最
初
か
ら
条
件
が
つ
い
て

居
り
ま
し
て
、
余
り
急
激
に
此
の
賃
金
を
日
本
に
持
っ
て
行
か
れ
て
は
困

る
。
倫
敦
の
市
場
の
妨
げ
に
な
る
か
ら
い
う
注
意
が
あ
り
ま
し
た
為
め
に
、

第
九

O
巻

ノ、
七

ノ、
七

第
五
号



日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
金
曜
寄
論
争

左
程
急
激
に
内
地
に
持
っ
て
来
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
D
で
す
。
然
る

に
、
三
億
六
千
万
円
円
一
部
は
政
府
自
ら
が
内
地
に
於
て
使
い
士
い
、
之

れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
事
情
が
迫
っ
た
為
め
に
、
そ
こ
で

案
出
し
た
方
法
が
在
外
正
貨
で
あ
り
ま
す
。
倫
敦
に
於
て
日
本
銀
行
に
五

千
万
円
だ
け
波
L
、
そ
う
し
て
其
の
五
千
万
円
に
相
当
す
る
免
換
券
を
政

府
が
日
本
で
受
取
る
。
す
る
と
、
日
本
は
ど
う
な
る
か
と
云
う
と
、
其
の

五
千
万
円
、
即
ち
五
百
万
磁
を
英
蘭
銀
行
に
預
け
て
お
き
、
そ
れ
を
丁
度

日
本
銀
行
の
内
地
り
庫
の
中
に
在
る
が
如
く
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
免
換

券
を
発
布
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
即
ち
正
確
に
い
う
在
外
正
貨
で

あ
り
ま
す
。
L

(

井
上
準
之
助
論
叢
第
一
巷
三
四
五
三
四
六
ペ
ー
ジ
)
。

以
上
の
引
用
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
際
収
支
差
額
の
決
済

は
、
央
闘
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
た
ポ
y
ド
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
わ

が
閣
の
金
本
位
制
度
は
、
金
為
替
本
位
制
度
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
圧
力
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
の
点

に
、
日
本
資
本
主
義
白
後
進
性
が
反
映
き
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

B

論
争
白
内
容

田
口
卯
古
は
、
償
金
特
別
会
計
法
、
と
そ
れ
が
規
定
す
る
預
ケ
合
勘
定
に

た
い
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
を
は
な
っ
て
い
る
。

か
れ
は
、
「
償
金
特
別
A
F計
法
に
存
す
る
根
本
の
誤
謬
は
、
英
国
に
存

す
る
正
貨
を
以
て
日
本
に
現
存
せ
る
正
貨
と
同
視
す
る
に
あ
り
」
(
償
金

特
別
立
斗
刑
法
に
閉
し
て
叫
軒
田
口
卯
官
全
集
第
七
者
一
二
一

O
ベ

l
夕、

東
京
経
済
雑
誌
八
二
勾
一
八
九
六
年
二
月
一
五
日
発
行
)

L

乙
断
定
し
、

第
九

O
巻

/、

/'、

第
五
号

ノ、

ノ¥

さ
ら
に
こ
れ
を
敷
街
し
て
言
う
。

「
然
れ
ど
も
外
国
に
於
け
る
正
貨
は
則
ち
数
月
後
に
領
収
す
べ
き
な
る

を
以
て
、
決
し
て
現
金
と
見
る
を
得
ず
。
是
れ
明
々
白
々
の
現
に
し
て
争

う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
政
府
委
員
は
弁
明
し
て
日
く
、
日
本
銀
行

既
に
英
闘
銀
行
官
以
て
代
理
由
と
な
さ
ば
、
其
庫
中
に
存
在
せ
る
現
金
を

以
て
正
貨
準
備
と
な
し
免
換
券
を
発
行
す
る
も
義
主
な
し
と
ロ
是
無
法
の

論
な
り
。
夫
れ
英
蘭
銀
行
の
預
金
は
日
本
銀
行
の
帳
簿
に
於
て
は
必
ず
預

金
若
く
は
為
替
貸
肋
定
と
な
る
も
の
な
り
。
日
本
銀
行
は
之
に
対
し
て
為

替
手
形
若
く
は
小
切
手
を
振
出
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
才
を
領
収
す
る
を
得
ず
。

是
れ
則
ち
保
証
準
備
な
り
。
喬
ぞ
之
を
以
て
正
貨
憎
備
と
見
倣
す
こ
と
を

得
ん
や
」
(
前
掲
書
、
同
ベ
シ
)
。

す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
、
円
本
の
金
本
位
制
が
金
為
替
本
位
制
の
形
態
を

と
勺
た
己
と
、
そ
し
て
在
外
正
貨
の
演
す
る
役
割
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
論
理
に
お
い
て
余
り
に
も
忠
実
な
白
典
学
派
の
継
承
者
で
あ
り
、
万

民
主
義
の
立
場
を
踏
襲
し
た
田
口
卯
吉
は
、
金
為
替
本
位
制
の
形
態
を
と

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
白
木
資
本
主
義
の
後
進
性
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
賠
償
金
は
か
か
る
日
本
資
本
主
義
の
後
進
性
に
規
定

さ
れ
つ
つ
領
収
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
償
金
取
寄

せ
を
積
雌
的
に
利
用
し
、
帝
国
主
義
的
似
略
を
可
能
に
す
る
条
件
を
整
伽

し
て
い
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
側
聞
を
以
下
回
論
争
を
通
じ
て
明
ら

か
に
し
仕
い
。

き
て
田
口
卯
す
は
、
預
ケ
令
勘
定
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
一
一
一
点
か
ら
批
判
を



加
え
る
。

第
一
は
、
預
ケ
合
勘
定
に
よ
っ
て
事
実
上
流
通
紙
幣
が
膨
肢
を
来
す
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
預
合
に
属
す
る
五
千
万
円
の
免
換
券
は
事
実
に

於
て
制
限
外
先
行
た
り
し
も
の
な
り
。
制
限
外
発
行
た
り
し
免
換
券
を
移

し
て
正
貨
準
備
の
発
行
と
な
す
は
、
単
に
名
称
を
変
更
し
た
る
に
止
ま
る

こ
と
な
り
。
従
来
単
に
政
府
の
借
川
一
証
文
の
み
に
対
し
て
貸
付
け
た
る
も

の
を
変
じ
て
、
倫
敦
正
貨
抵
当
に
て
貸
上
げ
た
る
も
の
と
な
し
た
る
な
り
。

名
は
預
合
な
り
、
然
れ
ど
も
事
実
は
倫
敦
正
貨
抵
当
貸
上
金
な
り
。
故
に

免
換
券
の
流
通
商
は
依
然
五
千
万
円
の
制
限
外
発
行
を
存
す
る
も
の
な
り
。

既
に
五
千
万
円
の
制
限
外
苑
ね
を
な
し
亡
動
か
さ
ぎ
る
に
於
て
は
、
別
ち

流
通
紙
幣
五
千
M
円
を
膨
脹
し
た
る
こ
と
に
て
、
物
価
騰
貴
し
、
輸
出
減

少
し
、
輸
入
増
加
し
、
正
貨
芦
檀
山
し
、
正
貨
準
備
を
減
じ
、
免
換
券
を

収
縮
し
て
、
以
て
其
過
発
町
害
を
長
す
る
は
社
会
同
然
の
治
療
法
な
り
」

(
前
掲
論
文
、
前
掲
書
ニ
一
四
ペ
ー
ジ
)
、
と
。

第
二
は
、
銀
ね
券
白
過
度
の
増
発
が
低
金
利
政
飯
の
必
要
と
背
離
す
る

点
で
あ
る
。
「
余
は
戦
後
の
日
本
に
於
て
は
諾
事
業
の
勃
興
し
、
鉄
道
電

話
水
道
築
港
等
の
如
き
巨
大
な
る
事
業
の
差
支
な
〈
成
就
せ
ん
ζ

と
を
望

む
も
の
な
り
。
故
に
金
利
の
低
落
せ
ん
こ

k
を
望
む
。
然
る
に
免
換
券
の

過
発
あ
り
て
物
価
騰
長
す
る
に
於
て
は
、
決
し
て
金
融
の
緩
和
伝
望
む
を

得
子
」
(
前
掲
論
文
、
前
掲
書
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
)
、
と
か
れ
は
非
難
し

て
い
る
。

最
後
は
、
預
ケ
合
勘
定
方
式
に
よ
る
融
行
券
発
行
が
国
庫
に
損
失
を
も

日
本
資
本
主
義
確
立
醐
に
お
け
る
償
金
京
市
論
争

た
ら
す
点
で
あ
る
。
か
れ
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
長
文
を
い

と
わ
ず
引
用
す
る
乙
と
に

L
ょ
う
。

「
金
一
ぎ
に
制
限
外
発
行
を
為
L
て
以
て
政
府
に
貸
与
し
た
る
場
合
に
於

て
は
日
十
字
銀
行
は
五
分
の
組
税
を
払
い
て
以
て
六
分
の
利
子
を
政
府
よ
り

要
求
し
た
り
。
而
し
一
工
之
を
償
金
特
別
会
計
法
の
預
合
と
な
す
に
主
り
て
、

政
府
よ
り
二
分
を
払
い
日
本
銀
行
よ
り
一
分
を
払
え
り
。
故
に
其
差
額
は

前
後
共
に
一
分
に
し
て
、
制
限
外
発
行
も
償
金
特
別
会
計
法
も
差
異
あ
る

こ
と
な
し
。

然
る
に
政
府
は
五
千
万
円
の
頒
合
を
以
て
不
動
の
も
の
と
な
し
、
他
の

償
金
を
取
寄
せ
、
之
を
以
て
寄
託
金
と
な
し
、
其
予
裕
は
二
分
の
利
子
を

徴
し
て
日
本
銀
行
を
し
て
民
聞
に
融
通
せ
し
む
る
に
及
び
し
は
、
之
を
制

限
外
発
行
に
比
す
る
に
非
常
O
損
失
あ
り
。
人
守
試
み
に
之
を
計
較
せ
ん
。

制
限
外
発
行
の
場
合

政
附
借
入
金
五
千
万
門
の
利
子
年
六
分
に
て
三
、

0
0
0、
0
0
0円

制
限
外
発
行
五
千
万
H
の
税
年
五
分
に
て
一
、
五

0
0、
0
0
0円

差
引
国
庫
損
五

0
0、
0
0
0門

若
L
国
庫
金
金
五
千
万
円
を
引
て
借
入
金
主
返
済
せ
ば
、
回
障
は
二
百

五
十
万
円
の
制
限
外
発
行
税
を
全
有
す
る
を
得
ベ
し
。

償
金
特
別
会
計
法
預
合
の
場
合

五
千
万
円
白
預
合
に
付
政
府
の
払
年
二
分
一
、

0
0
0、
0
υ
O円

同
上
に
付
き
日
本
銀
行
の
払
年
一
分
五

0
0、
0
0
0円

差
引
国
庫
損
五

C
C、
0
0
0門

第
九

O
巷

/、
71 

/、

九
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凶
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
金
収
存
論
争

若
し
国
庫
余
金
五
千
万
円
を
一
ク
相
十
二
分
の
利
子
に
て
日
本
銀
行
を
し

て
使
用
せ
し
む
る
と
き
は
、
一
ヶ
年
百
万
円
の
刺
子
を
得
べ
し
之
監
も
、

右
預
合
差
損
五
十
万
円
と
を
差
引
く
と
き
は
余
す
所
の
利
僅
に
究
十
万
円

に
淵
ぎ
ず
。

故
に
国
庫
余
金
を
以
て
借
入
金
を
返
済
す
る
と
、
寄
託
金
と
し
て
利
子

を
徴
収
す
る
と
り
同
に
於
て
五
千
万
円
に
利
き
一
ヶ
年
一
一
百
万
円
の
損
失

あ
る
な
り
。
然
る
に
我
政
府
は
現
時
右
損
失
あ
る
方
訟
を
執
れ
る
な
り
、

量
に
恩
な
ら
ず
や
」
(
前
掲
諭
士
、
前
掲
書
、
三
一
八
ペ
ー
ジ
ゴ

以
上
の
引
刊
か
ら
田
口
卯
古
白
身
の
償
金
取
寄
方
式
が
明
ら
か
で
あ
る

う
。
す
な
わ
ち
、
「
償
金
の
取
寄
は
為
替
相
場
を
変
動
し
、
輸
入
貿
易
を

利
益
し
輸
出
貿
易
を
旧
制
失
す
、
是
れ
止
む
を
得
ぎ
る
の
利
益
な
り
。
故
に

当
局
有
司
が
償
金
を
移
入
す
る
に
当
り
て
は
宿
も
東
印
度
政
府
の
如
く
、

毎
週
若
干
額
を
定
め
て
手
形
を
売
出
し
〔
横
浜
に
て
〕
若
く
は
手
形
を
買

入
る
る
(
倫
敦
に
て
)
を
至
当
と
す
。
果
し
て
然
る
と
き
は
為
替
相
場
に

急
還
な
る
変
動
な
し
」
(
償
金
特
別
会
計
法
及
償
金
取
得
東
京
経
済
雑

誌
一
八
九
六
年
一
二
月
一
三
日
号
、
前
掲
書
三
一
九
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、

償
金
を
取
寄
せ
る
。

つ
ぎ
に
、
「
日
本
人
民
は
入
千
万
円
を
政
府
に
貸
上
げ
て
而
し
て
一
銭

の
償
却
を
受
け
ざ
る
も
の
な
り
。
其
事
情
を
知
ら
ず
し
て
妄
り
に
鉄
道
等

を
計
画
す
と
雌
も
、
若
し
夫
れ
金
融
に
し
て
更
に
少
く
逼
迫
せ
ば
、
此
等

の
計
画
は
直
に
畑
散
霧
消
す
べ
き
り
み
。
空
想
者
等
少
し
〈
注
意
し
て
可

な
り
」
(
償
金
取
得
と
金
融
東
京
経
済
雑
誌
一
八
九
六
年
八
月
八
日
号

第
九
心
巻

第
五
号

七。

一じ
O 

前
掲
書
四
八
回
へ
l
ジ
》
の
古
葉
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
政

府
は
賠
償
金
を
も
っ
て
公
債
等
の
借
入
金
を
返
済
す
る
。
か
く
し
て
、
金

融
緩
和
が
生
じ
、
低
金
利
が
産
業
資
本
の
要
求
に
こ
た
え
う
る
の
で
あ
る
。

田
口
卯
吉
の
償
金
取
寄
方
式
に
た
い
し
て
、
東
京
日
々
新
聞
に
よ
る
一

論
者
は
、
つ
ぎ
り
よ
う
な
批
判
を
く
わ
え
て
い
る
。

「
出
口
先
生
は
償
金
は
不
残
為
苔
に
て
日
本
に
回
送
せ
よ
と
坤
さ
る
れ

ど
壱
億
円
以
上
の
為
替
が
一
時
に
買
え
る
も
の
に
あ
ら
ず
到
底
大
部
分
は

現
送
の
外
無
之
候
き
す
れ
ば
非
常
白
失
費
を
要
し
銀
買
占
連
と
運
送
問
屋

と
保
険
会
社
と
は
手
を
拍
て
喜
び
馬
鹿
を
見
る
は
日
本
政
府
の
み
然
の
み

な
ら
ず
政
府
が
ど
し
ど
し
為
替
を
買
付
れ
ば
貿
易
上
の
為
替
は
片
為
替
と

な
り
商
人
は
非
常
の
迷
惑
を
蒙
る
べ

L
L
(
償
金
取
寄
せ
ず
論
者
は
更
に

迂
遠
東
京
経
済
雑
誌
第
八

O
六
サ
一
八
九
五
年
二
一
月
八
日
一
。
三
四

ベ

l
ジ)。

こ
の
批
判
に
た
い
し
て
、
田
口
卯
吉
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
駁
し
て
い
る
。

「
政
府
は
単
に
一
億
円
の
償
金
を
倫
敦
た
る
正
金
銀
行
の
支
自
に
預
托

し
、
之
を
東
京
に
て
政
府
に
上
納
す
る
に
は
、
幾
何
の
手
数
料
を
要
す
る

や
主
問
う
べ

L
、
然
る
k
き
は
正
金
銀
行
は
必
ず
現
金
運
送
点
ま
で
の
手

数
料
を
要
求
す
ベ
し
、
現
金
運
送
点
ま
で
手
数
料
を
払
う
決
心
な
ら
ば
、

一
時
は
愚
か
、
抄
時
と
雌
も
一
億
円
白
為
替
は
出
来
る
な
り
ρ

」
(
償
金

曜
得
せ
ず
論
者
は
更
に
迂
遠
前
飼
誌
同
号
一

(U
二
四
ペ
ー
ジ
)
、
と
。

こ
の
論
理
は
、
前
述
の
引
用
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
つ
ら
ぬ
か

れ
て
い
っ
た
。



し
か
し
な
が
ら
、
田
口
卯
吉
の
主
張
は
つ
ぎ
の
二
点
に
お
い
て
誤
っ
て

い
た
と
言
え
よ
う
。
ナ
な
わ
ち
、
ロ

y
ド
ン
金
融
市
場
で
償
金
を
売
却
す

る
場
合
、
為
替
相
場
の
変
動
が
避
け
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

す
で
に
井
上
準
之
助
の
指
摘
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
第
二
に
、
輸
入
貿

易
額
が
年
同
一
億
七
、

0
0
0万
円
程
度
の
段
階
で
邦
貨
換
算
一
億
円
を

こ
え
る
巨
額
の
ポ
ン
ド
為
替
吉
一
時
に
日
本
に
送
金
し
た
場
合
、
金
輸
入

点
を
こ
え
て
為
替
相
場
(
受
取
勘
定
)
の
騰
貴
を
も
た
ら
す
こ
と
は
必
歪

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
規
送
白
方
が
有
別
、
と
な
り
、
田
口
卯
吉
の
言

う
よ
う
に
か
な
ら
ず
し
も
為
替
送
金
が
有
利
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
で
は
、
金
に
よ
る
取
脊
方
式
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
東
京

日
々
新
聞
の
論
者
は
、
さ
ら
に
批
判
を
続
け
て
言
う
。

「
田
口
先
生
は
民
金
は
取
寄
て
公
債
を
買
え
ば
政
府
白
利
益
と
申
き
る

然
れ
夫
こ
そ
大
変
な
り
我
邦
現
在
の
紙
幣
発
行
高
は
既
に
二
億
円
に
近
か

ら
ん
と
す
只
上
に
一
億
二
千
万
円
も
金
銀
を
海
外
よ
り
取
寄
市
場
に
放
出

せ
ば
物
価
の
激
変
輸
入
の
超
過
日
本
の
経
済
は
暗
夜
と
な
る
べ
し
」
(
償

金
取
寄
せ
ず
論
者
は
更
に
迂
遠
前
掲
誌
同
号
一

O
三
五
べ

1
9ノゴ

同
日
卯
吉
は
、
「
比
御
心
配
は
全
く
担
金
な
り
、
其
は
一
億
二
千
万
円

の
金
銀
が
海
外
よ
り
入
ら
ざ
れ
ば
な
り
、
成
る
程
現
金
に
て
取
寄
せ
れ
ば

為
替
貸
主
な
り
て
適
当
な
る
時
期
を
以
て
這
入
る
こ
と
も
あ
り
、
又
輸
入

品
勘
定
と
決
済
す
る
こ
と
も
あ
る
な
れ
ば
な
り
L

ハ
償
金
取
寄
せ
ず
論
者

は
更
に
迂
遠
前
掲
誌
同
号
一

O
二
小
4

ペ
ー
ジ
)
、
と
反
駁
し
て
い
る
。

し
か
し
、
回
日
卯
吉
の
一
言
う
為
替
貸
ゃ
あ
る
い
は
ま
た
輸
入
品
勘
定
と
の

日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
金
取
寄
論
争

決
済
は
、
償
金
の
取
寄
せ
に
よ
る
圏
内
物
価
騰
貴
輸
入
増
加
お
よ
び
為

替
相
場
変
動
の
メ
カ
一
一
ズ
ム
を
否
定
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ

t
e
こ
り

メ
カ
ニ
ズ
ム
白
作
用
を
、
む
し
ろ
か
れ
は
東
京
日
々
の
論
者
に
し
た
が
っ

て
肯
定
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

続
い
で
東
京
日
々
の
論
者
は
、
預
ケ
合
勘
定
に
関
し
て
田
口
卯
吉
を
批

判
す
る
。
「
田
口
先
生
は
政
府
が
日
本
銀
行
よ
り
高
歩
に
て
借
入
金
を
為
す
は
無

益
な
り
と
云
わ
る
れ
ど
借
入
の
大
部
分
は
六
分
に
て
日
本
銀
行
は
発
行
税

と
し
て
五
分
を
納
め
共
上
に
免
換
券
の
製
造
費
発
行
手
数
料
ま
で
負
担
す

る
が
故
に
正
味
申
入
は
僅
な
り
と
被
存
侯
」
(
償
金
取
寄
せ
ず
論
者
は
更

に
迂
遠
前
掲
誌
同
号
一

O
三
五
ペ
ー
ジ
)
。

日
口
卯
吉
は
、
「
若
し
日
本
政
府
に
於
て
倫
敦
無
利
息
預
金
を
取
寄
せ

之
を
以
て
六
分
借
入
金
を
返
済
し
、
其
の
上
に
制
限
外
発
行
よ
り
税
金
を

徴
収
せ
ば
更
に
国
障
に
御
利
益
あ
る
な
れ
ば
な
り
」
(
償
金
取
寄
せ
ず
論

者
は
更
忙
迂
遠
前
掲
誌
同
丹
一

O
三
五
ペ
ー
ジ
)
、
と
答
え
亡
い
る
。

こ
の
考
え
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
預
ケ
合
勘
定
に
よ
る
国
庫
白
損
失
を
述

べ
た
箇
所
に
照
応
す
る
。

こ
う
L
た
田
口
卯
吉
の
主
張
に
た
い
し
て
、
東
洋
経
済
新
報
一
記
者
は
鋭

い
批
判
を
む
け
て
い
る
。

「
軍
資
供
給
の
必
要
に
依
り
政
府
裳
き
に
日
本
知
行
よ
り
五
千
万
円
を

政
府
に
借
入
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
償
金
白
預
入
れ
と
共
に
此
に
預
合
の
勘
定

を
生
ず
る
に
至
り
た
れ
。
左
れ
ば
仮
り
に
記
者
(
東
京
経
済
雑
誌
を
指
す

第
九

O
巻

第
五
号

七

九一



H
木
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
命
取
得
論
争

ー
梅
津
注
)
の
告
に
従
い
、
預
合
を
決
了
し
た
り
と
せ
ば
一
億
六
千
五
百

万
円
の
先
換
券
は
五
千
万
円
を
減
じ
て
一
億
一
千
万
円
と
な
り
、
一
一
母
、
も
制

限
外
免
換
券
を
発
行
す
る
の
必
要
な
き
に
至
ら
ん
a

何
と
な
れ
ば
圏
、
と
此

五
千
万
円
は
軍
費
と
し
て
政
府
に
貸
付
け
た
る
も
の
に
あ
ら
さ
れ
ば
な
り
。

己
に
制
限
外
免
換
券
を
発
行
す
る
必
要
な
し
、
政
府
は
何
を
以
て
五
分
税

二
百
五
十
万
円
を
徴
収
す
る
を
得
ん
。
記
者
の
誤
解
の
根
抵
は
、
政
府
に

貸
E
し
た
る
五
千
万
円
を
以
て
人
民
に
貸
付
け
た
る
も
の
と
せ
る
に
あ
り

。
記
者
は
償
金
を
取
寄
せ
て
一
時
に
此
借
入
金
五
千
万
円
を
返
済
す

べ
し
と
云
う
ロ
然
れ
ど
も
之
れ
を
現
送
す
る
に
も
せ
よ
将
た
為
替
に
依
る

に
も
せ
よ
、
一
時
に
此
大
金
を
取
寄
る
の
財
政
上
及
び
経
済
上
に
不
利
あ

る
は
事
実
上
巳
に
争
う
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
而
し
て
若
し
現
送
法

に
依
り
償
金
を
取
寄
せ
、
正
貨
を
以
て
其
借
入
金
hv
返
済
せ
り
と
せ
ば
、

記
者
の
所
謂
る
預
合
英
国
預
金
切
手
は
、
直
ち
に
変
じ
て
純
然
た
る
正
貨

埠
備
主
な
る
が
故
に
、
事
も
制
限
外
免
換
券
を
発
行
す
る
必
要
な
き
に
あ

ら
ず
や
」
(
償
金
預
入
口
に
関
す
る
謬
見
東
洋
経
済
新
報
三
一
号
一
八

九
六
年
九
月
一
五
目
、
四
ペ
ー
ジ
ヲ

東
洋
経
済
新
報
記
者
の
批
判
は
、
預
ケ
合
勘
定
に
関
す
る
田
口
卯
吉
の

混
乱
を
明
快
に
指
し
た
点
に
お
い
て
、
東
京
日
々
新
聞
の
論
者
に
ま
さ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
自
預
ケ
合
勘
定
設
置
が
は
た
し
た
積
極
的
意
義

を
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
。

償
金
受
取
額
邦
貨
換
算
一
二
億
六
、
五
一
五
万
円
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
使

用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
七
、
八
九
五
万
余
円
は
日
清
戦
争
の
軍
事
費
補

第
九

O
巻

帯
主
号

七

七

充
に
、
二
億
一
、
一
八
五
万
余
円
は
陸
海
軍
軍
備
拡
張
費
に
、
二
、

0
0

0
万
円
は
県
室
費
に
、
そ
し
て
残
額
五
、

0
0
0万
円
は
草
粧
水
需
艇
補

充
災
害
準
備
及
教
育
白
三
基
金
に
充
用
さ
れ
た
(
明
治
財
政
史
第
二
巻

六
四
ペ
ー
ジ
〕
。

以
上

r
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
「
償
金
白
取
寄
は
慌
て
る
こ
と
な
く
ゆ

っ
く
り
と
構
え
為
替
な
り
現
送
た
り
軍
艦
商
船
兵
器
器
械
鉄
軌
等
の
代
価

と
振
替
え
な
り
何
れ
に
も
最
も
利
益
あ
る
形
を
以
て
時
期
を
見
て
漸
次
に

我
邦
に
移
す
が
得
策
な
ら
ん
」
(
償
金
取
寄
せ
ず
論
者
は
更
に
迂
遠
前

掲
同
誌
一
一
二

O
五
ペ
ー
ジ
)
と
主
張
し
た
東
京
日
々
新
閣
の
論
者
の
立
場

が
判
明
す
る
。

明
治
政
府
は
、
賠
償
金
を
も
っ
て
産
業
資
本
確
立
D
上
部
模
造
的
指
標

た
る
金
本
位
制
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、
軍
事
力
増
強
を
実
現
し
、
帝
司

主
義
侵
略
の
挑
躍
台
と
し
て
賠
償
金
を
利
用
し
た
。
償
金
頂
合
勘
定
は
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
な
か
に
以
上
の
よ
う
な
積
極
的
意
義
を
も
っ
て
い
士

の
で
あ
る
。

東
京
日
々
白
論
者
は
、
乙
の
よ
う
な
明
治
政
府
四
意
図
を
弁
護
す
る
役

割
を
は
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ω
神
田
橋
小
僧
と
称
す
る
論
者
の
批
判
は
、
東
京
日
々
新
聞
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
大
学
明
治
文
陣
に
お
い
て
欠
号
左
な
っ
て
い

た
。
や
む
を
え
ず
東
京
経
済
雑
誌
転
品
分
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。



同
日
卯
肯
の
立
場

日
清
戦
争
後
の
三
国
千
世
に
た
い
し
て
明
治
政
府
は
「
臥
薪
骨
阻
」
の

メ
ロ

l
ガ

γ
を
も
っ
て
同
氏
感
情
を
煽
動

L
、
軍
備
拡
張
を
中
心
主
す
る

の
年
1
闘
を
喰
後
財
政
に
織
り
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

去
1
に
み
る
よ
う
に
、
軍
事
引
の
総
成
出
納
に
1
一
め
る
比
武
は
、
一
八

九
五
年
(
明
治
二
八
年
)
の
二
じ
・
六
世
か
ら
九
六
年
四
三
四
%
、
九

七
年
四
九
・
四
匹
、
九
八
年
五
一
・
一
怖
と
急
増
L
、
九
六
年
に
は
前
年

の
一
一
倍
に
膨
脹
し
て
い
る
。
一
八
九
六
年
か
ら
預
ケ
合
勘
定
が
償
金
領
収

特
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者 2

日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
償
金
田
持
論
争
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円
本
資
本
主
義
確
立
捌
に
お
け
る
償
金
曜
訴
論
中

終
了
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
る
九
八
年
ま
で
に
は
、
軍
事
問
合
計
は
旧
ぼ
三

億
円
の
巨
額
に
た
っ
し
て
い
る
。
す
で
に
汀
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
平
事

史
白
調
迭
を
可
能
に
し
た
の
は
、
賠
償
金
の
独
得
で
あ
っ
た
。

己

O
よ
う
な
急
激
な
平
備
拡
張
は
、
信
用
協
脹
を
通
じ
て
輸
入
哨
加
を

も
た
ら
す
。
表
2
に
よ
っ
て
、
一
八
九
六
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の
貿
易
収

支
会
み
る
な
ら
ば
、
毎
年
入
超
を
一
日
し
そ
の
合
計
は
二
慌
て

0
0
0万

円
に
た

f
し
て
い
る
。
こ
の
入
超
を
叫
能
に
し
た
主
要
な
条
刊
と
し
て
、

賠
償
金
が
と
う
ぜ
ん
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
続
的
入
超
町
結
川
束
、
正
貨
準
備
発
行
高
が
減
少
し
、
制
限
外
発
行
た

る
保
一
証
時
中
抗
措
1
H一
一
両
の
消
加
を
み
て
い
る
〈
岩
3
審
問
)
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
表
4
の
一
川
す
よ
う
に
物
価
が
J

M
川
は
げ
し
く
限
引
し
、
労
働
M

引の

円
以
上
'
下
識
が
頻
発
す
る
の
で
あ
る
(
大

μ
前
日
本
・
恐
慌
史
論

h

一

一
ハ
一
く

I
ジ
牟
間
三

以
上
の
よ
う
に
、
円
前
戦
争
後
の
急
成
な
平
飾
拡
張
は
、
賠
m
A
1
取
寄

せ
の
効
川
市
に
否
み
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
軍
需
品
輸
入
お
よ
び
平
市
産

業
拡
張
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
主
に
よ
っ
て
、
資
本
部
積
の
版
行
性
が
よ

り
強
め
ら
れ
た
之
一
日
え
る
。

こ
の
時
則
に
、
「
日
本
人
民
は
八
千
以
円
を
政
府
に
貸
上
げ
亡
刑
し
て

一
銭
の
股
却
も
受
け
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、
預
ケ
九
日
川
剛
一
定
に
よ
ら
ざ
る
償

金
取
寄
せ
と
公
債
償
辺
H

企
融
緩
和
を
正
張
L
た
同
日
m
先
日
の
論
理
は
、

客
観
的

r
は
民
力
休
訟
の
立
場
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
@
し
か
し
な
が

ら
、
か
れ
が
ヨ
張
し
た
公
債
悦
泣
H
金
融
緩
和
の
論
理
に
こ
た
え
、
つ
べ
き

第
九

O
巻

1::; 
V司

第
五
号

己
p'l 

産
業
資
本
は
、
絶
対
主
義
と
対
決
し
得
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
っ
て
い
た

の
で
は
な
か
「
た
。
そ
れ
は
、
明
治
絶
対
主
義
権
力
D
一
支
柱
k
し
て
の

役
訓
を
演
じ
、
半
封
建
的
性
格
を
内
包
し
た
産
業
資
本
で
あ
っ
た
。


